
いのち輝き、笑顔あふれる社会を。いのち輝き、笑顔あふれる社会を。 静岡県健康福祉部

全国トップクラスの
医薬品・医療機器・化粧品産業

への支援

令和元年９月４日

健康福祉部生活衛生局
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医薬品・医療機器・化粧品生産金額

2出典 医薬品・医療機器：平成29年厚生労働省薬事工業生産動態統計年報
化粧品：平成29年経済産業省生産動態統計年報化学工業統計編※四捨五入のため合計値が合わない。
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102,567－15,450－19,904－67,213－全 国

合計順位化粧品順位医療機器順位医薬品順位

平成29年 生産金額（億円） （）内は前年順位 【】内は全国比都道府

県名

「 x」は非公表

過去最高の

１兆2,000億円
を超えました！



関連企業の立地状況

①良質な水資源、②交通アクセス、③人材輩出（県立大薬学部）が要因 3

※生産金額等からみた主な製造所（Ｒ1.8.1現在）
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◎：医薬品製造
◯：化粧品・医薬部外品製造
□：医療機器製造

◎三笠製薬㈱
◎アース製薬㈱
◎㈱資生堂
◎キャタレント・ジャパン㈱
◎クオリテックファーマ㈱
◎岩城製薬㈱
◎㈱パーマケムアジア
◯㈱資生堂
◯エルソルプロダクツ㈱
◯ユニ・チャームプロダクツ㈱

◎エイワイファーマ㈱
◎㈱静岡カフェイン工業所
◯㈱シャンソン化粧品
□セイリン㈱

◎日医工㈱
◎興和㈱
◎東海カプセル㈱
◎旭化成ファーマ㈱
◯エリエールプロダクト㈱

◎アステラスファーマテック㈱
◎㈱ツムラ
◎科研製薬㈱
◎エイワイファーマ㈱
◎中外製薬工業㈱
◯バスクリン㈱
◯㈱スタイリングライフ・ホールディングス
◯エフシー中央薬理研究所㈱

◎ネオファーマジャパン㈱
◯ポーラ化成工業㈱
□日本コヴィディエン㈱
□㈱ハマキョウレックス

◎シミックCMO㈱
□日機装㈱

◎ヤンセンファーマ㈱
◎協和キリン㈱
◎㈱ヤクルト本社
◎協和メデックス㈱
◎東レ㈱
◎㈱タウンズ
◎旭化成ファーマ㈱
◯ヒノキ新薬アイディエフ㈱
□ベックマン・コールター・三島㈱
□オリンパステルモバイオマテリアル㈱
□東レ・メディカル㈱

◎興和㈱
□興和㈱
□㈱白寿生科学研究所

◎小野薬品工業㈱
◎テルモ㈱
◎富士カプセル㈱
◎東洋カプセル㈱
◯㈱アリエ
□テルモ㈱
□富士フイルム静岡㈱

◯㈱コスメロール
□㈱ジーシー
□ユタカ電気㈱
□㈱日立ハイテク
サイエンス

製造品出荷額等
（ H29・静岡県）

製造品出荷額等に占める割合

① 輸送機械 ４兆3,184億円（25.7％）
② 電気機械 ２兆2,051億円（13.1％）
③ 化学工業 １兆8,249億円（10.9％）
④ 食料品 １兆3,712億円（8.2％）
⑤ 飲料・たばこ・飼料9,182億円（5.5％）

計 16兆7,871億円（100％）

製造品出荷額の
約7.2％

4

（出典）

製造品出荷額等：平成30年経済産業省工業統計

医薬品・医療機器生産金額：平成29年厚生労働省薬事工業生産動態統計年報

化粧品生産金額：平成29年経済産業省生産動態統計年報化学工業統計編

医薬品・医療機器・化粧品金額
(H29・静岡県)

医薬品 6,820億円
医療機器 3,513億円
化粧品 1,689億円

計 １兆2,022億円

医薬品・医療機器・化粧品が

含まれています！

実は



県の支援策 ①人づくり

品質向上の研修会等の開催

静岡県製薬協会との連携
新任者向け、分析担当者向け等
の事業者のニーズに応じて開催
昭和63年以降、延べ22,000名
以上が参加

化粧品スキルアップセミナー （H30初開催！）
経済産業部、フーズ・サイエンスセンターと連携
規制のみではなく、販路拡大等の幅広い内容
県内企業から約130名が参加し好評
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分析担当者向け研修会

担当者向け研修会

県の支援策 ②新規参入促進

案内書の作成と事前相談の実施

わかりやすい各種案内書の作成
県薬事課ホームページへの情報一元化
⇒新規参入者への情報提供の充実

新規参入者への手厚い事前相談
経済産業部、企業局
ファルマバレーセンターとの連携
（参入希望者の紹介、
企業立地補助金の情報提供など）
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事前相談の様子



査察や試験の国際基準の統一を目的として創設された、
医薬品査察当局の団体に国、都道府県が加盟

数多くの製造所が立地し、様々な事例に職員が対応・共有

県の支援策 ③監視指導

薬事監視機動班
（富士・中部健康福祉センターに設置）

環境衛生科学研究所

国際レベルの専門的な査察・試験検査体制で県内製品を品質保証

専門的な監視と助言

これまで蓄積した知見に基づく具体的な助言
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高い安全性と信頼性を確保した製品づくりの支援
を通じて関連産業の発展に繋げてまいります！

まとめ

業界関係者の意見を参考
関係部局との連携

これまでの取組を通じて、
新たな工場立地や既存工場の拡充を継続支援する
例） 静岡市内・小山町内での新規化粧品製造業
富士宮市内での新規医薬品製造業 など
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製薬協会との意見交換会


